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○ 志学Ⅰ

周囲との協働を保ちつつ、使命感を持って行
動できる”自立心”を育成し、与えられた人生に
感謝しながら高い志をもって歩む力の必要性に
気付く事を目的とする。

１
前

20 ○ △ ○ ○

○ 総合学習Ⅰ

「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々な授
業や行事を通して協調性・思いやり・気配り・積極
性・感謝など自身の体験を通して身につける科目
として位置付ける。

１
通

196 △ ○ ○ ○ ○

○ 簿記学Ⅰ

複式簿記の原理、その記帳・計算及び帳簿組
織の知識修得を目的とする。小規模小売店の
財務諸表作成の基礎となる取引を会計帳簿へ
の記録方法を学び記帳演習を行う。

１
前

148 ○ ○ ○

○ 商業会計Ⅰ

商企業の財務諸表作成の基礎となる取引を会
計帳簿に記録する方法の修得を目的とする。さ
らに、財務諸表規則や企業会計に関する法規
について学ぶ。

１
前

79 ○ △ ○ ○

○ 工業原価Ⅰ
製造業の財務諸表作成の基礎知識修得を目
的とする。財務諸表の基礎となる取引を会計帳
簿に記録する方法について学ぶ。

１
前

33 ○ △ ○ ○

○ 秘書基礎Ⅰ
オフィスで気持ちよく仕事をするための心構え
や職場常識、ビジネスマナーなど、社会人とし
て必要な知識や技能を習得します。

１
後

40 △ ○ ○ ○

○
ライフプランニ
ングと資金計
画Ⅰ

人生において発生する費用やタイミングを把握
し資産運用計画を立てる上でのライフプラン構
成を理解する事を目的とする。

１
前

16 ○ ○ ○

○ リスク管理Ⅰ
資産運用を行う上での想定されうるリスクについて
の想定を学習すると共に資産を分散投資してリス
クの低減を図る方法を学習する。

１
前

16 ○ △ ○ ○

○
金融資産運用
Ⅰ

マーケット環境の理解 · 預貯金・金融類似商品
等や投資信託 · 債券投資等各種金融商品に
ついて学習しその運用形態を学習する。

１
前

16 ○ △ ○ ○

○
タックスプラン
ニングⅠ

税務の基礎知識を理解し、税務戦略（タックス
プランニング）の方法や理論的な手法について
学習し、運用プラン構成を行える事を目的とす
る。

１
前

16 ○ △ ○ ○

○ 不動産Ⅰ
ファイナンシャルプランを立てる上での不動産
の位置付けやリスクについて学習し、その運用
プランについて学習する。

１
前

16 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務　専門課程・総合ビジネス科２年制）令和6年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

授業方法 場所

単
 
位
 
数

教員

企
業
等
と
の
連
携

-　1　-



別表1-2
＜令和6年度生＞

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

授業科目等の概要

（商業実務　専門課程・総合ビジネス科２年制）令和6年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

授業方法 場所

単
 
位
 
数

教員

企
業
等
と
の
連
携

○
相続・
事業継承Ⅰ

ファイナンシャルプランとして将来設計について
の必要性と税務戦略を兼ね合わせた相続及び
事業継承の事例から理論的方法論を学習す
る。

１
前

16 ○ △ ○ ○

○ ＦＰ演習Ⅰ
ファイナンシャルプランナーとしての各理論を総
合的に組み合わせた内容の理解を深めると共
にアウトプット技法の習得を目的とする。

１
前

88 ○ ○ ○

○
ライフプランニ
ングと資産設
計Ⅱ

ファイナンシャルプランナーとしての各理論を総
合的に組み合わせた内容の理解を深めると共
にアウトプット技法の習得を目的とする。

１
後

16 ○ △ ○ ○

○ リスク管理Ⅱ
資産運用を行う上での想定されうるリスクについ
ての想定を学習すると共に資産を分散投資し
てリスクの低減を図る方法を学習する。

１
後

16 ○ △ ○ ○

○
金融資産運用
Ⅱ

マーケット環境の理解 · 預貯金・金融類似商品
等や投資信託 · 債券投資等各種金融商品に
ついて学習しその運用形態を学習する。

１
後

16 ○ △ ○ ○

○
タックスプラン
ニングⅡ

税務の基礎知識を理解し、税務戦略（タックス
プランニング）の方法や理論的な手法について
学習し、運用プラン構成を行える事を目的とす
る。

１
後

16 ○ △ ○ ○

○ 不動産Ⅱ
ファイナンシャルプランを立てる上での不動産
の位置付けやリスクについて学習し、その運用
プランについて学習する。

１
後

16 ○ △ ○ ○

○
相続・
事業継承Ⅱ

ファイナンシャルプランとして将来設計について
の必要性と税務戦略を兼ね合わせた相続及び
事業継承の事例から理論的方法論を学習す
る。

１
後

16 ○ △ ○ ○

○ ＦＰ演習Ⅱ
ファイナンシャルプランナーとしての各理論を総
合的に組み合わせた内容の理解を深めると共
にアウトプット技法の習得を目的とする。

１
後

62 ○ ○ ○

○
ＰＣ活用
（EXCEL基
礎）

ビジネスに活用できるＰＣ操作修得を目的とす
る。Microsoft Excelを用いた表計算の入力・作
成の演習、表計算・図表に関する基礎知識に
ついて学ぶ。

１
後

36 △ ○ ○ ○

○
ＰＣ活用
（WORD基礎）

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目的と
する。Microsoft Wordを用いたビジネス文書作
成演習およびＰＣに関する基礎的な知識につ
いて学ぶ。

１
後

42 △ ○ ○ ○
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○
選
１

ＦＰ総合演習
Ⅱ

ＦＰ2級やＡＦＰ資格の認定、さらに証券外務員
資格の資格を取得することで金融や保険業界
で活躍する人財の育成を目的とする。

1
後

40 △ ○ ○ ○

〇
選
２

簿記学Ⅱ

商企業の財務諸表作成の基礎となる取引を
会計帳簿に記録する方法の修得を目的とす
る。さらに、財務諸表規則や企業会計に関
する法規について学ぶ。

１
後

40 ○ △ ○ ○

１年次　単位時間

○ 総合学習ⅡＡ

「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々な授
業や行事を通して協調性・思いやり・気配り・積極
性・感謝など自身の体験を通して身につける科目
として位置付ける。

２
前

229 ○ △ ○ ○ ○

○
ライフプランニ
ングと資産設
計Ⅲ

ファイナンシャルプランナーとしての各理論を総
合的に組み合わせた内容の理解を深めると共
にアウトプット技法の習得を目的とする。

２
前

16 ○ △ ○ ○

○ リスク管理Ⅲ
資産運用を行う上での想定されうるリスクについ
ての想定を学習すると共に資産を分散投資し
てリスクの低減を図る方法を学習する。

２
前

16 ○ △ ○ ○

○
金融資産運用
Ⅲ

マーケット環境の理解 · 預貯金・金融類似商品
等や投資信託 · 債券投資等各種金融商品に
ついて学習しその運用形態を学習する。

２
前

16 ○ △ ○ ○

○
タックスプラン
ニングⅢ

税務の基礎知識を理解し、税務戦略（タックス
プランニング）の方法や理論的な手法について
学習し、運用プラン構成を行える事を目的とす
る。

２
前

16 ○ △ ○ ○

○ 不動産Ⅲ
ファイナンシャルプランを立てる上での不動産
の位置付けやリスクについて学習し、その運用
プランについて学習する。

２
前

16 ○ △ ○ ○

○
相続・
事業継承Ⅲ

ファイナンシャルプランとして将来設計について
の必要性と税務戦略を兼ね合わせた相続及び
事業継承の事例から理論的方法論を学習す
る。

２
前

16 ○ △ ○ ○

合計　２4　科目 976 時間

※選１、若しくは選２のいずれかを選択
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○ ＦＰ演習Ⅲ
ファイナンシャルプランナーとしての各理論を総
合的に組み合わせた内容の理解を深めると共
にアウトプット技法の習得を目的とする。

２
前

18 ○ ○ ○

〇
ＰＣ応用
（EXCEL）

ビジネスに活用できるＰＣ操作応用修得を目的
とする。Microsoft Excelを用いた表計算の関
数・マクロ理解を含めた応用知識について学
ぶ。

２
前

59 △ ○ ○ ○

〇 小売業の類型
「流通経路別」「形態別」「店舗形態別」小売業
における基本的役割を理解すると共に、チェー
ンストアや商業集積の基礎理解を図る。

２
前

16 ○ △ ○ ○

〇
マーチャン
ダイジング

「仕入計画」「在庫管理」「販売管理」「価格設
定」の基本的役割を理解し商品計画の基本を
習得する。

２
前

16 ○ △ ○ ○

〇
ストアオペレー
ション

「ディスプレイ」「作業割当」「人的販売」の基本
的役割を理解し、ストアオペレーションの基本
的考え方を習得する。

２
前

16 ○ △ ○ ○

〇
マーケティン
グ

「顧客管理」「販売促進」「商圏設定と出展」「売
場づくり」の基本的役割を理解し、小売業マー
ケティングの基本的考え方を理解する。

２
前

16 ○ △ ○ ○

〇
販売・経営管
理

販売員の「基本業務」「法令知識」を理解し、販
売事務と計数管理の基本的考え方を理解し、
店舗管理の全般を把握する事を目的とする。

２
前

16 ○ △ ○ ○

〇 販売士演習
販売業としての各理論を総合的に組み合わせ
た内容の理解を深めると共にアウトプット技法の
習得を目的とする。

２
前

40 ○ ○ ○

〇
選
１

総合学習ⅡＢ

「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々な授
業や行事を通して協調性・思いやり・気配り・積極
性・感謝など自身の体験を通して身につける科目
として位置付ける。

２
後

183 ○ △ ○ ○ ○

〇
選
１

ＰＣ応用
（WORD）

ビジネスに活用できるＰＣ操作応用修得を目的
とする。Microsoft Wordを用いた文書作成演習
およびその他ソフトとの互換を意識した応用的
な知識について学ぶ。

２
後

61 △ ○ ○ ○
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〇
選
１

ＰＣＰ教育

学科専門科目学習後、就職内定職種に合わせ
た職種別専門科目として学習し、就社後即戦
力で行動できる実践力を身に付けることを目的
とする。

２
後

60 △ ○ ○ ○

〇
選
１

志学Ⅱ

やりがいを持てる社会人生活を送る為に社会と
の繋がりの中で自分自身の生きる姿勢を探求
し、各ロールモデルの中から自身の「志」を具体
化させていく事を目指します。

２
後

30 ○ △ ○ ○

〇
選
２

企業研修

講義等で得た知識を実践の場で体験を行う事
を目的とする。
社会人としての自己課題を明確にし、解決法を
思考する機会とする。

２
後

334 ○ ○ ○

２年次　単位時間

※　（選１+選２）若しくは（選１+選３）、若しくは(選４）のいずれかを選択

２年間総単位時間合計　４４　科目 1,832 時間

合計　２０　科目 856 時間
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